
 

 

新緑の候、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

新型コロナウイルスが世界中で猛威をふるっています。

日本では収束に向かいつつありますが、完全終息にはまだ

時間がかかりそうです。早くもとの世の中に戻ってほしいも

のです。 

さて、今回は、テレビからの一言です。朝の連続ドラマ

「エール」での一コマです。主人公が連敗中の早稲田大学の応援歌の作曲を頼ま

れ、なかなか作れず、依頼者の応援団長に 「弱いのは力がないからだ。応援歌な

んて関係ない。」 と言いました。応援団長は、その時、「故郷で闘病中の友人に

「慶応に勝ってくれ。それだけで頑張れる。」 と言われた話をしました。野球にしろ

応援にしろ頑張っている人間をみて、人が頑張る事ができるのだと。それが表題の

言葉です。 

我々の仕事も同様です。世の中のインフラである建物を管理している当社にとっ

て、前線で働いてる皆さんの頑張りがその建物を利用する人たちに勇気や元気を

与えているのであります。よくお客様からほめられる「元気なあいさつ気持ちいい。」

とか「笑顔にいやされた」という言葉は、皆さんが頑張った結果がお客さんや利用

者につながったのであります。ちょっとした事でいいのです。是非これからもお客さ

ん、利用者に元気と勇気をお願いします。 

新型コロナウイルスは まだその辺にいるかもしれません。皆様方がご安全に暮

らせることを切に祈願いたします。 

がんばる事はつながるんです 


